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がん看護学演習Ⅰ Oncology Nursing Ⅰ 

担当教員 臺 美佐子、松本 智里、瀧澤 理穂 

実務経験  

開講年次 1年次前期 単位数 2 授業形態 講義・演習 

必修・選択 選択 時間数 30 

Keywords 薬物療法、症状マネージメント 

学習目的・目標 学習目的： 

がん薬物療法と療養過程のマネージメントについて学び、Evidence based practice
のために必要な知識を習得する。 
学習目標：                          
１．がん薬物療法の効果と有害事象のメカニズムについて理解できる。 
２．がん薬物療法中の患者への専門的な看護実践技術を理解できる。 
３．がん薬物療法中の患者に生じる粘膜障害の支援を理解する。 

授業計画・内容 

回 内容 授業方法 担当 

1-2 がん薬物療法と症状発生のメカニズム 講義・討議  臺 

3 消化器・呼吸器がん薬物療法と療養過程のマネージメント 

 
講義・討議 臺・松本 

4-5 造血器腫瘍薬物療法（造血器幹細胞移植を含む）と療養過程のマネージメント 

 
講義・討議 臺・松本 

6-7 乳がん・生殖器系がん薬物療法と療養過程のマネージメント 
 

講義・討議 臺・瀧澤 

8-9 がん薬物療法に伴う浮腫の症状とマネージメント 講義・討議 臺 

10-11 がん薬物療法に伴う排泄障害の症状とマネージメント 講義・討議 臺 

12-13 AYA世代のがん薬物療法に伴う人生への影響と看護支援 講義・討議 臺 

14-15 がん薬物療法中の地域連携体制の整備と看護師の専門的役割 講義・討議 臺 

教科書 
 

参考図書等 
随時、提示する 

評価指標 
講義・討議への参加とレポートにより総合的に判断する（100%）。 

関連科目 
がん看護学演習Ⅱ、薬理学 

教員から学生へのメッ

セージ 

この演習では、がん薬物療法を受ける方々を対象とした専門的な看護支援技術について学びます。 

薬物療法の基本的な知識を基盤として、身体症状が出現するメカニズムを理解し、これらの問題を解決するため必要な看護支

援方法について修得することを目指します。最新の知見を踏まえた講義と受講生同士の討議から、積極的な学習の機会となるこ

とを期待しています。 



 


